
楽

府

と

歌

行

李

白

の

歌

辞

作

品

は

「
楽
府
」
と

「
歌
行
」

に
大
別
さ
れ
る
。 

宋

本

『李
太
白
文
集
』

に
、
「
古
風
」

の
後
、
「
楽

府

・
歌
吟
」
と 

分
類
さ
れ
る
も
の
が
、
お
お
む
ね
そ
れ
に
あ
た
る
。
李
白
に
お
け 

る

「
楽
府
」
と
は

何
か
、
「
歌
行
」
と
は

何
か
。
両
者
の
成
り
立 

ち
を
概
略
し
、
李
白
の
そ
れ
ぞ
れ
の
扱
い
に
つ
い
て
概
観
を
得
て 

お
き
た
い
。

漢
代
の
歌
謡
に
源
を
発
す
る
楽
府
は
、
「
短
簫
鏡
歌
」
が
曲
調 

と
歌
辞
を
、
「
相
和
歌
」
が
古
辞
に
新
た
に
音
楽
を
施
し
、
か
つ 

御
製
の
歌
辞
を
加
え
て
、
魏
晋
の
朝
廷
で
演
奏
さ
れ
た
。

こ
れ
ら 

は
東
晋
楽
府
断
絶
期
を
経
て
南
朝
に
復
興
、
「
相
和
歌
」

は

「
相 

和

歌

，
大
曲
・
清
商
三
調
」

に
整
理
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
間
、
新 

た

に

起

こ

っ

た

「
呉
声
・
西
曲
」
が
楽
府
に
採
用
さ
れ
る
。
隋
が

乾 

源 

俊

陳
を
平
定
す
る
に
あ
た
り
古
曲
の
楽
章
制
度
を
接
収
、
ま
た
北
周 

平
定
の
際
に
は
も
と

梁

臣

の

何

妥

か
ら

「
清
商
三
調
」
を
得
た
。
 

こ
れ
ら
が
唐
朝
で
は
高
祖
、
太
宗
、
高
宗
と
継
承
さ
れ
る
が
、
武 

后
期
に
至
っ
て
廃
れ
、
「
清
商
三
調
」
は
曲
調
の
み
、
東
晋
以
後 

の
歌
曲
は
一
部
が
伝
え
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
玄
宗
の
開
元
年 

間

に

は

、
そ

れ

ら

も

宮

廷

か

ら

消

滅

し

た

と

い

う(
増
田
清
秀 

『楽
府
の
歴
史
的
研
究
』
第

14
章

「隋
唐
に
お
け
る
古
曲
の
演
奏
」

365 

頁)

。

こ

の
時
期
に
李
白
等
楽
府
作
家
を
輩
出
し
た
こ
と
、
呉
兢 

等

の

解

題

書

が

編

纂

さ

れ

た

こ

と

は(
呉

兢

『楽
府
古
題
要
解
』

一
 

巻

・
祁

昂

〔王
昌
齢
〕
『楽
府
古
今
題
解
』
三

巻

，
劉

錬

『楽
府
古
題
解
』
 

-

巻
、
増
田
氏
著
書

525
頁
参
照)

、
宮
廷
に
お
け
る
古
楽
の
消
滅
と 

表
裏
の
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
古
の
価
値
が
失
わ
れ
る
こ
と
に 

対
す
る
危
機
意
識
の
顕
れ
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1



李
白
の
楽
府
制
作
は
、
宮
廷
か
ら
消
失
し
た
古
楽
の
遺
声
が
、
 

か
ろ
う
じ
て
民
間
に
一
部
伝
存
す
る
か
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
消
滅
し 

た
状
況
で
行
わ
れ
た
。
楽
曲
伝
存
の
全
般
的
な
状
況
は
不
明
で
あ 

る
が
、
「
琴
曲
」

に
関
し
て
は
漢
魏
以
来
の
曲
が
民
間
に
根
強
く 

愛

好

さ

れ

て

い

た

と

い

い(

増
田
氏
著
書
3651
369
頁)

、
考
察
に
資
す 

る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
お
か
た
の
楽
府
題
に
お
い
て
、
制
作 

は
実
際
の
音
楽
を
離
れ
た
、
 

先
行
諸
作
の
作
品
世
界
を
模
擬
す
る 

か
た
ち
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
東
晋
楽
府
断
絶
後
、
 

南
朝
宋
に
お
け
る
相
和
歌
復
興
を
経
て
よ
り
以
還
、
と
み
に
進
ん 

だ

古

楽

府

制

作

の

あ

り

方

で

あ

る(

佐

藤

大

志

『六
朝
楽
府
文
学
史 

研
究
』
第

一

章

「
六
朝
楽
府
詩
の
展
開
と
楽
府
題
」
参
照)

。
そ
の
よ
う 

に
し
て
作
ら
れ
た
歌
辞
が
、
唐
代
ま
で
さ
ら
に
多
量
に
堆
積
し
て 

い
た
。
呉

兢

『楽
府
古
題
要
解
』

は
、
当

時

の
歌
辞
を

、
「
相
和 

歌

・

払

舞

歌:

日

紆

歌-

饒

歌

・
横

吹

曲

・
清

商

曲

・
不
知
所
起 

:
:
:

無

本

辞

，
琴

曲

・
古

題

及

後

代

雑

題

」(

『説

郛

一

百

巻

巻 

43)

の
九
類
に
分
け
る
。
楽
府
の
歴
史
的
展
開
を
共
時
的
布
置
に 

示
し
た
も
の
だ
が
、
第
七
の
類
目
は
、
原

文

が

「
雖
(

『説
郛
一
百 

二
十
弓
』
弓

23
作

「雖
存
」)

題
目
、
自

相

逢

狭

路

間

已

下' 

皆
不 

知

所

起

。
君
子
有
相
思
已
下
、
又
無
本
辞
」
、
す

な

わ

ち

「
由
来 

の

不

明
な

も

の

・
本
辞
の
な
い
も
の
」
が
一
類
を
な
し
た
も
の
で
、
 

九
類
中
も
っ
と
も
多
く
三
十
五
の
楽
府
題
を
従
わ
せ
る
。
当
時
の

楽

府

歌

辞

が

置

か

れ

た

状

況

を

物

語

る

よ

う

で

あ

る

。
郭
茂
倩 

『楽
府
詩
集
』

は
呉
兢
書
の
分
類
を
も
と
に
、
後
代
の
視
点
か
ら 

十

二

類

に

再

編

し

た

。
詹

鏤

「
李

白

楽

府

探

源

」(

『李
白
詩
論 

叢
』)

は

李

白

楽

府

百

四

十

九

首(

拠
王
琦
注
本)

を
こ
の
分
類
に 

従
わ
せ
た
う
え
で
個
々
に
淵
源
を
た
ど
り
、
通
変
の
跡
を
明
ら
か 

に
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
類
目
に
配
さ
れ
た
楽
府
題
及
び
作
品
数
を 

拾
い
、
李
白
楽
府
制
作
の
概
要
を
示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
。

ー
 

郊

廟

歌

辞

漢

郊

祀

歌

二

燕

射

歌

辞

三

鼓

吹

曲

辞
①

漢
鏡
歌

②

斉
鼓
吹
曲

四

横

吹

曲

辞
①

漢
横
吹
曲

1
題1
首

無

6
題6
首

1
題1
首

計
7
題7
首

4
題4
首

②

梁
鼓
角
横
吹
曲2
題2
首

五

相

和

歌

辞
①

相
和
六
引

②

相
和
曲

③

吟
歎
曲

④

平
調
曲

⑤

清
調
曲

⑥

瑟
調
曲

⑦

楚
調
曲

1
題1
首

4
題4
首

1
題2
首

4
題4
首

4
題4
首

6
題6
首

計6
題6
首

5
題6
首

計

25
題

27
首

2



六

清

商

曲

辞
①

呉
声
歌
曲

②

西
曲
歌

③

江
南
弄

④

上
雲
楽

⑤

梁
雅
歌

七

舞

曲

歌

辞
①

辇
舞
歌

②

払
舞
歌

③

白
紆
舞
辞

2
題5
首

6
題9
首

3
題3
首

3
題3
首

1
題1
首

計

15
題

21
首

1
題1
首

2
題2
首

1
題3
首

計
4
題6
首

ハ

琴

曲

歌

辞

7
題9
首

九

雑

曲

歌

辞

34
題

40
首

十

近

代

曲

辞

2
題

11
首

十

一

雑

歌

謡

辞

4
題4
首

十

二

新

楽

府

辞

楽

府

雜

題

4
題9
首

楽
府
詩
集
未
収
篇
目

3
題3
首

(

詹
氏
探
源
未
収
篇
目)

5
題5
首

制

作

は

、
三

「
鼓

吹

曲

辞

」
、

五

「
相

和

歌

辞

」
、
六

「
清

商

曲 

辞
」
を
中
心
に
、
楽
曲
分
類
の
全
般
に
わ
た
る
。
模
擬
の
対
象
は
、
 

漢

古

辞
が

、
三

「
鼓

吹

曲

辞'

渓
鏡
歌
」
、
五

「
相
和
歌
辞
」
な 

ど

に

十

二

首

、
魏

晋

文

人

楽

府

が

、

四

「
相
和
歌
辞
・
平
清
瑟 

調
」
な
ど
に
十
一
首
。
南
朝
は
宋
及
び
斉
梁
の
文
人
楽
府
が
、
六

「
清

商

曲

辞

・
呉
声
西
曲
」
を
は
じ
め
全
般
に
わ
た
り
四
十
一
首
。 

う
ち
二
十
三
首
が
宋
の
鮑
照
作
。
作
家
別
で
は
、
他

に

魏

・
曹
植 

四
首
、
晋

，
陸
機
二
首
、
斉
・
謝
眺
三
首
、
梁
・
簡
文
帝
五
首
が 

複
数
の
作
を
数
え
る
。
北
朝
は
北
魏
北
周
の
文
人
楽
府
が
三
首
。
 

そ

の

他

「
斉
梁
体
」

に
な
ら
っ
た
と
す
る
も
の
が
、
四

「
横
吹
曲 

辞
」
な
ど
に
十
七
首
。
模
擬
の
仕
方
に
つ
い
て
、
詹
氏
は
漢
古
辞 

に

つ

い

て

は

「
衍
〜
」

「
擬
〜
」
な
ど
、
魏
晋
以
降
の
文
人
楽
府 

に

つ

い

て

は

「
擬
〜
」

「
変
〜
」

「
效
〜
」

「
雑
〜
」
な
ど
と
呼
び 

分

け

る

。
九

「
雑

曲

歌

辞

」
は

呉

兢

書

の

「
由

来

の

不
明
な
も 

の
」
を
承
け
た
分
類
目
だ
が
、

こ

れ

を

中

心

に

詹

氏

が

「
古
題
新 

意
」

「
古
意
新
辞
」
と

表
現
す
る
も
の
が
目
に
つ
く
。
単
な
る
模 

倣
で
は
な
い' 

挑
戦
的
な
創
作
行
為
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ 

れ
る
。

そ
の
他
、
十

「
近

代

曲

辞

」
、
十

二

「
新

楽

府

辞

，
楽
府 

雑
題
」
は

呉

兢

書

の

「
古
題
及
後
代
雑
題
」
を
承
け
再
編
し
た
も 

の
だ
が
、
詹

氏

は

そ

れ

ら

に

配

さ

れ

る

作

に

「
唐
当
代
体
」

「
創 

題
」
な
ど
と
銘
記
し
て
い
る
。
李
白
の
制
作
は
、
鮑
照
を
模
擬
す 

る
作
の
多
さ
か
ら
、

そ
の
古
楽
府
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と 

が
察
せ
ら
れ
る
。
宋
初
宮
廷
に
古
楽
が
復
旧
し
な
が
ら
隆
興
に
は 

至
ら
ず
、
時

代

の

好

尚

は

呉

声

西

曲

に

あ

っ

た

と

い

う(

佐
藤
氏 

著
書

15
頁
参
照)

。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、
李
白
の
と
き
も
玄
宗 

朝
に
西
域
由
来
の
新
た
な
音
楽
が
流
行
し
た
こ
と
が
、
世
の
好
尚

3



と
異
な
る
古
雅
な
楽
府
歌
辞
の
制
作
へ
と
彼
を
向
か
わ
せ
た
お
お 

き
な
要
因
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

さ
て
歌
行
は
、
楽
府
の
作
法
に
な
ら
い
、
し
か
し
伝
統
的
な
楽 

府
題
に
拠
ら
な
い
制
作
と
し
て
、

そ
の
傍
ら
に
新
た
な
表
現
領
域 

を
形
成
し
た
。
南
朝
梁
陳
に
濫
觴
を
発
し
、
唐

・
高
祖
太
宗
期
を 

経' 

高
宗
期
に
高
潮
を
迎
え
る
。

「——

篇

・I

引

・I

歌

・
——

行
」 

な
ど
歌
辞
の
題
を
も
ち
、
七

言

・

雑

言

・
騒
体
な
ど
の
詩
型
を
備 

え
、
題
材
も
閨
怨
か
ら
神
仙
、
京
都
を
詠
ん
だ
も
の
ま
で
拡
大
す 

る
。
こ
れ
が
武
后
期
に
は
、
詠
物
に
寓
意
を
含
ん
だ
ス
タ
イ
ル
へ 

と

、
も

う

一

段

の

展

開

を

見

せ

る(
松

原

朗

「
「
歌
行
」
の
形
成
過 

程
」
『中
国
文
学
研
究
』
第9
期
参
照)

。
初
期
の
制
作
で
、
北
周
時
、
 

盧

思

道

「
聴
鳴
蟬
篇
」
顔

之

推

「
和
陽
納
言
聴
鳴
蟬
篇
」

の
同
詠 

が
、
 

繁
華
な
帝
都
長
安
に
俸
給
を
求
め
る
自
己
を
映
し
だ
し' 

帰 

隠
の
志
向
を
述
べ
る
内
容
は
、
ひ
と
つ
の
規
範
と
し
て
、
唐
'

咼 

宗

期

に

盧

照

鄰

「
長
安
古
意
」
駱

賓

王

「
帝
京
篇
」
な
ど
、
初
唐 

七
言
歌
行
を
代
表
す
る
巨
篇
を
導
く
。
盧
照
鄰
の
作
は
、

い
ま
こ 

の
時
の
栄
華
と
、
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
の
虚
し
さ
を
、

シ
ニ
カ
ル 

な
ま
な
ざ
し
の
も
と
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。
移
ろ
う
時
間
、
人 

間
存
在
の
は
か
な
さ
を
め
ぐ
る
悲
哀
の
情
が
、
劉

希

夷

「
代
悲
白 

頭
翁
」

「
公
子
行
」
な
ど
を
経
て

、
盛
唐
の
制
作
を
準
備
す
る
。

ま
た
盧
思
道
の
作
で
、
歌
い
起
こ
し
に
用
い
ら
れ
て
い
た
鳴
蟬
主 

題
の
要
素
は
、
武
后
期
の
制
作
に
詠
物
歌
行
と
し
て
引
き
継
が
れ 

る
。
た

と

え

ば

郭

震

「
古
剣
篇
」
が
剣
の
製
造
過
程
か
ら
歌
い
起 

こ
し
、
君
子
の
身
に
帯
び
ら
れ
て
い
た
過
去
と
、
現
在
の
う
ち
捨 

て
ら
れ
た
状
況
を
対
比
し
、

し
か
し
そ
の
発
す
る
気
が
夜
ご
と
天 

を
衝
く
、
と
い
う
内
容
は
、
自
己
の
埋
も
れ
た
才
能
を
武
后
に
訴 

え
る
趣
旨
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
寓
意
を
と
も
な
っ
た
書
き
方
と 

し
て
定
式
化
さ
れ
る
。
ま
た
高
宗
期
の
制
作
に
お
い
て
話
者
は
、
 

た
と
え
ば
盧
駱
が
帝
都
を
描
き
出
す
際
に
、
後
方
に
退
い
た
視
点 

か
ら
都
市
全
体
を
俯
瞰
す
る
よ
う
に
、
楽
府
に
お
け
る
物
語
の
語 

り
手
の
位
置
を
保
ち
な
が
ら
、
作
品
末
尾
に
自
己
の
意
を
述
べ
る
、
 

と
い
う
仕
方
を
採
る
。

こ
の
こ
と
は
、
高
宗
期
の
作
が
し
ば
し
ば 

楽
府
題
を
用
い
る
こ
と
と
呼
応
す
る
。

こ
れ
が
武
后
期
に
至
る
と
、
 

表
層
に
既
存
の
物
語
を
介
在
さ
せ
ず' 

話
者
本
人
や
贈
答
の
相
手 

が
作
中
に
顔
を
出
す
よ
う
な
書
き
方
が
出
て
く
る
。
宋
之
問
に
よ 

る
、
緩

や

か

に

山

を

降

る

さ

ま

を

描

く

「
下
山
歌
」

や
、
冬
の
宵
、
 

山

中

に

独

座
す

る

友

人

の

姿
を

描

く

「
冬
宵
引
贈
司
馬
承
禎
」
な 

ど
。
前
者
に
は
複
数
の
唱
和
、
後
者
に
は
応
答
の
作
が
あ
る
。

こ 

れ
に
よ
り
一
般
の
詩
と
区
別
が
な
く
な
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で 

は
な
い
。
自
身
や
友
人
の
行
動
を
縁
ど
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特 

徴
的
な
所
作
を
な
す
人
物
の
像
が
、
作
中
に
あ
た
か
も
物
語
の
登
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場
人
物
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
承
け
て
盛
唐
歌
行 

は
、
推
移
の
嘆
き
を
も
と
に
、
自
身
や
友
人
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
・ 

あ
る
い
は
詠
物
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
作
品
世
界
を
お 

し
ひ
ろ
げ
な
が
ら
、
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
だ
す
。 

こ
う
し
て
歌
辞
作
者
と
し
て
の
李
白
に
は
ふ
た
つ
の
選
択
肢
が 

あ
る
こ
と
に
な
る
。
古
の
楽
府
題
に
よ
り
目
の
前
に
出
現
し
た
状 

況
に
ふ
さ
わ
し
い
書
き
方
を
選
ぶ
か
、
新
し
い
歌
辞
様
式
に
よ
り 

題
に
ふ
さ
わ
し
い
品
を
選
ん
で
自
己
の
所
作
を
写
す
か
。
前
者
に 

は
既
存
の
物
語
や
先
行
作
の
書
き
方
の
枠
組
に
よ
り
、
生
の
さ
ま 

ざ
ま
な
局
面
に
お
け
る
意
味
を
掬
い
と
る
手
だ
て
が
あ
ら
か
じ
め 

準
備
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
門
前
に
故
郷
か
ら
の
来
客
が
あ
っ 

た
と
き
、
「
門
有
車
馬
客
行
」

に
は
故
郷
の
親
故
を
問
い
遷
移
存 

亡
の
悲
哀
を
述
べ
る
型
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
出
嫁
す 

る
宮
女
を
目
に
し
た
と
き
、
「
怨
歌
行
」

に
は
君
恩
薄
き
身
を
嘆 

く
型
が
用
意
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
。

そ
れ
は
制
約
と
い 

う
よ
り
恩
恵
で
あ
り
、
作
者
の
前
に
は
型
の
改
変
に
か
ん
し
て
お 

お
き
な
自
由
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
後
者
に
は
品
の
選
択
と
処
理 

に
自
由
が
あ
る
が
、
叙
情
と
所
作
に
は
こ
れ
も
自
ず
と
踏
ま
え
る 

べ
き
定
型
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
李
白
は
ど
の
よ
う
に
用
い
た
か
。

一
例
を
挙
げ
る
。

楽

府

「
東
武
吟
」
と

歌

行

「
玉
壺
吟
」
。
両
者
は
キ
ャ
リ
ア
を
め 

ぐ
る
言
説
が
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
時
系
列
の
順
に
歌
行
の 

作
か
ら
示
す
。

「
玉
壺
吟
」 

烈
士
撃
玉
壺 

壮
心
惜
暮
年 

三
杯
払
剣
舞
秋
月 

忽
然
高
詠
涕
泗
漣 

鳳
凰
初
下
紫
泥
詔 

謁
帝
称
觴
登
御
筵 

揄
揚
九
重
万
乗
主 

謔
浪
赤
墀
青
瑣
賢 

朝
天
数
換
飛
龍
馬 

勅
賜
珊
瑚
白
玉
鞭 

世
人
不
識
東
方
朔 

大
隠
金
門
是
謫
仙 

西
施
宜
笑
復
宜̂

 

醜
女
効
之
徒
集
身 

君
王
雖
愛
蛾
眉
好 

無
奈
宮
中
妬
殺
人 (

『李
太
白
文
集
』
巻6)

玉
壺
を
撃
ち 

暮
年
を
惜
し
む

剣
を
払
い
て
秋
月
に
舞
い

烈
士 

壮
心 

三
杯

忽
然
と
し
て
高
詠
し
て
涕
泗
漣
た
り 

鳳
凰
初
め
て
下
す
紫
泥
の
詔 

帝
に
謁
し
觴
を
称
し
て
御
筵
に
登
る 

揄
揚
す
九
重
万
乗
の
主 

謔
浪
す
赤
墀
青
瑣
の
賢 

天
に
朝
し
て
数
し
ば
換
う
飛
龍
の
馬 

勅
し
て
賜
う
珊
瑚
白
玉
の
鞭 

世
人
は
識
ら
ず
東
方
朔 

金
門
に
大
隠
す
る
は
是
れ
謫
仙 

西
施
は
笑
う
に
宜
し
復
た
噸
す
る
に
宜
し 

醜
女
は
之
に
効
い
て
徒
に
身
を
集
う 

君
王
蛾
眉
の
好
し
き
を
愛
ず
る
と
雖
も 

宮
中
人
を
妬
殺
す
る
を
奈
ん
と
も
す
る
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な
し

烈
士
が
玉
の
壺
を
う
ち
な
が
ら
歌
う\ 

気
は
さ
か
ん
だ
が
年
を
と
っ
た
の
が
残
念
だ
と
。 

三
杯
あ
お
り
剣
を
ふ
っ
て
秋
月
の
も
と
に
舞
い
、
 

ふ
と
高
ら
か
に
歌
う
と
涙
が
は
ら
は
ら
と
落
ち
る
。 

鳳
凰
が
紫
泥
で
封
し
た
詔
を
お
び
て
舞
い
降
り
た
の
で
、
 

皇
帝
に
拝
謁
し
御
筵
に
登
っ
て
杯
を
挙
げ
た
。
 

九
重
に
い
ま
す
万
乗
の
君
を
慶
賀
し
、
 

赤
い
庭
、
青
い
門
の
宮
中
に
い
る
賢
臣
と
ふ
ざ
け
あ
う
。
 

朝
参
す
る
の
に
た
び
た
び
飛
龍
の
名
馬
を
と
り
換
え
、
 

勅
命
に
よ
り
珊
瑚
と
白
玉
で
で
き
た
鞭
を
賜
る
。
 

世
の
ひ
と
は
東
方
朔
が
誰
だ
か
知
ら
な
か
っ
た
。
 

そ
の
よ
う
に
金
馬
門
に
隠
遁
す
る
の
は
謫
仙
人
。
 

西
施
は
笑
っ
て
も
眉
を
ひ
そ
め
て
も
よ
い
が
、
 

醜
女
は
ま
ね
を
し
て
た
だ
た
だ
身
を
繕
う
ば
か
り
。 

君
王
は
美
し
い
蛾
眉
を
め
で
て
は
く
れ
る
が
、
 

宮
中
の
輩
が
妬
む
の
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
 

玉
壺
を
撃
っ
て
歌
う
の
は
李
白
本
人
。
踏
ま
え
る
と
こ
ろ
は
晋
の 

王
敦
の
逸
話
。
彼
は
酒
を
飲
む
と
如
意
で
唾
壺
を
撃
ち
な
が
ら
、

「
烈
士
は
暮
年
に
し
て

、
壮
心 

已
ま
ず
」(

魏

武

帝

「歩
出
夏
門 

行
」)

と

歌

っ

た

と

い

う(

『世
説
新
語
』
豪
爽
篇)

。
玉
壺
に
品
を 

換
え
た
の
は
、
鮑

照

「
白
頭
吟
」

に
、
己

が

心

を

「
清
き
こ
と
玉 

壺

の

冰

の

如

し

」(

『文
選
』
巻

28)
と

喩

え

た

の

を

用

い

た

。
王 

昌

齢

の

七

絶

「:

：:

一
片
の
冰
心 

玉
壺
に
在
り
」(

「
芙
蓉
楼
送 

辛
漸
二
首
」
其

一

『全
唐
詩
』
巻

143)
は

人
口
に

膾

炙
す

る

。
起
っ 

て
舞
い
、
突
如
と
し
て
涙
す
る
型
は
、
そ
の
お
お
も
と
が
漢
の
高 

祖

「
大
風
歌
」

に
求
め
ら
れ
よ
う
。
高
祖
は
み
ず
か
ら
筑
を
撃
ち
、
 

悲

歌

慷

慨

、
来

し

方

行

く

末

を

慮

っ

て

、
慷
慨
傷
懐
し
て

い
た 

(

吉
川
幸
次
郎
「漢
の
高
祖
の
大
風
歌
に
つ
い
て
」
『吉
川
幸
次
郎
全
集
」
 

巻6
0

こ

こ

で

英
雄
の
ふ

り
を
な
ぞ

り
つ
つ
、
李
白
が
ふ
り
返 

る
の
は
直
近
の
こ
と
、

下
詔
と
謁
見
に
拝
賀
の
儀
式
、
朝
廷
参
内 

に
朝
隠
謫
仙
な
ど
。
誹
謗
を
受
け
つ
つ
も
、
君
王
の
覚
え
め
で
た 

き
現
況
を
、

こ
れ
に
対
比
す
る
。
玉
壺
冰
心
を
標
榜
し
て
懐
抱
を 

激
発
さ
せ
た
も
の
だ
が
、

天
下
国
家
を
め
ぐ
る
高
祖
の
感
慨
は
、
 

身
上
の
嘆
き
へ
と
矮
小
化
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

楽

府

「
東
武
吟
」

に
お
い
て
は
、
同
様
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に 

処
理
す
る
か
。
た
だ
し
状
況
は
や
や
さ
き
に
進
ん
で
い
る
。
題
注 

「
一
作
出
金
馬
門
後
書
懐
留
別
翰
林
諸
公
」

に
よ
れ
ば
辞
職
し
て 

留
別
す
る
作
。
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う
や
う
や
し
く
も
鳳
凰
の
詔
を
頂
戴
し
、
 

た
ち
ま
ち
雲
な
す
か
ず
ら
の
な
か
か
ら
身
を
立
て
た
。
 

清
ら
か
に
澄
ん
で
紫
の
空
は
は
る
か
に
、
 

ゆ
っ
た
り
と
し
た
歩
み
で
朱
塗
り
の
禁
中
に
踏
み
入
っ
た
。 

君
王
は
ご
機
嫌
よ
ろ
し
く
拝
謁
を
た
ま
わ
り
、
 

名
声
は
煙
や
虹
を
も
凌
ぐ
ほ
ど
高
く
上
っ
た
。 

天
子
の
御
輿
は
み
ど
り
の
覆
い
に
ま
も
ら
れ
、
 

黄
金
の
都
の
東
へ
と
お
と
も
す
る
。 

宝
で
飾
っ
た
絶
景
の
よ
う
な
名
馬
を
な
ら
べ
、
 

錦
の
衣
を
着
て
新
豊
県
に
入
っ
た
。
 

岩
に
寄
り
か
か
り
松
に
積
ん
だ
雪
を
な
が
め
、
 

酒
を
前
に
し
て
琴
を
か
き
な
ら
す
。

そ
こ
で
揚
雄
に
な
ら
っ
て
、
 

甘
泉
宮
で
賦
を
献
上
し
た
。

天
子
は
書
を
く
だ
し
て
わ
が
頌
歌
を
お
ほ
め
に
な
り
、
 

清
ら
か
な
匂
い
が
あ
た
り
一
面
に
ふ
り
ま
か
れ
た
。 

帰
っ
て
き
て
咸
陽
の
街
に
入
る
と
、
 

語
ら
い
笑
い
あ
う
者
は
み
な
王
侯
貴
族
ば
か
り
。 

あ
る
朝
、
金
馬
門
を
去
る
こ
と
と
な
り
、
 

吹
き
落
と
さ
れ
て
風
に
舞
う
根
無
し
草
と
な
っ
た
。 

賓
客
や
友
人
は
日
ご
と
疎
遠
に
な
り
、

玉
の
酒
樽
も
ま
た
か
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

才
能
と
能
力
は
な
お
自
負
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
 

世
の
英
雄
に
は
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

し
ず
か
に
東
武
吟
を
う
た
う
。

曲
は
尽
き
て
も
気
持
は
ま
だ
尽
く
し
て
い
な
い
。 

こ
れ
を
書
い
て
知
己
に
別
れ
を
告
げ
る
。
 

わ
た
し
は
夏
黄
公
綺
里
季
ら
四
皓
を
探
そ
う
。
 

当

楽

府

題

は

『楽
府
詩
集
』
(
巻

46)
「
相

和

歌

辞

・
楚
調
曲
」

に 

陸

機

・
鮑

照

・
沈

約

・
李
白
の
作
を
収
め
る
。

こ
の
う
ち
鮑
照
作 

は

「
主

人

且

く

喧

し

く

す

る

勿

れ

、
賤

子

一

言

を

歌

わ

ん
 

…
…
」
と
歌
い
起
こ
し
、
漢
の
兵
士
が
自
己
の
生
い
立
ち
か
ら
輝 

か
し
い
戦
歴
を
述
べ
、
し

か

し

「
…
…
時
事
一
朝
に
し
て
異
な
り
、
 

孤
績
誰
か
復
た
論
ぜ
ん
…
…
」
と

、
年
老
い
て
忘
れ
去
ら
れ
た
現 

在
を
嘆
く
内
容
。
ま

た

沈

約

作

に

「
…
…
逝
き
て
金
門
の
寵
を
辞 

し
、
去
き
て
玉
池
の
流
に
飲
む
。

…
…
」
と
言
い
、
李
白
は
、
応 

詔
入
京
か
ら
宮
廷
辞
去
ま
で
、
自
身
の
閲
歴
を
述
べ
る
の
に
こ
れ 

ら
を
併
せ
用
い
た
。
詹

氏

「
李
白
楽
府
探
源
」

は

「
雑
鮑
沈
体
東 

武
吟
」
と
記
す
。
全
篇
を
と
お
し
て
基
底
に
鮑
照
の
歌
声
が
響
い 

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
李

白

も

そ

の

声

に

被

せ

て

「
東
武
吟
」
を 

歌
う
の
で
あ
る
。
鮑
照
と
の
歌
い
方
の
違
い
は
、
鮑
照
が
漢
の
兵
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士
の
口
ぶ
り
に
擬
し
て
言
う
の
に
対
し
、
李
白
の
方
は
よ
り
直
接 

的
に
自
己
の
身
世
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
。
語
り
手
と
登
場
人 

物

の

間

に

隔

た

り

が

な

い

。

『李

太

白

文

集

』

は

お
な
じ

作
を 

「
還

山

留

別

金

門

知

己(

一
作
出
金
門
後
書
懐
留
別
翰
林
諸
公)

」 

の

題

で

「
別
」(

巻

13) 
の
部
に
も
収
録
。

こ
の
作
に
お
い
て
は
、
 

「
東
武
吟
」
を
歌
う
と
こ
ろ
以
外
、
楽
府
作
で
あ
る
こ
と
の
目
立 

っ
た
表
徴
が
な
い
。

歌

行

「
玉
壺
吟
」
と

楽

府

「
東
武
吟
」

の
違
い
は
、
前
者
に
は 

杯
を
あ
お
り
剣
を
手
に
歌
い
か
つ
舞
う
、
李
白
の
姿
が
く
っ
き
り 

と
浮
か
び
上
が
る
の
に
対
し
、
後
者
に
は
楽
府
の
遺
声
に
乗
せ
鮑 

照
の
声
に
被
せ
る
よ
う
に
本
人
の
閲
歴
が
語
ら
れ
る
こ
と
。
前
者 

に
お
け
る
ふ
る
ま
い
は' 

古
人
の
所
作
を
踏
ま
え
つ
つ' 

い
ま
こ 

こ
に
い
る
李
白
そ
の
ひ
と
の
も
の
で
あ
る
。
話
者
の
身
体
性
は
、
 

後
者
に
お
い
て
は
声
に
ほ
ぼ
集
約
さ
れ
る
。
そ
の
声
に
よ
っ
て
い 

に
し
え
と
の
連
続
性
が
保
た
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
歌
行
と
楽 

府

が

「
今

」
と

「
古

」

の
役
割
を
分
け
て

い
る
。

「
玉
壺
吟
」

は 

被
讒
を
き
っ
か
け
に
、
自
心
を
玉
壺
に
比
し
慷
慨
の
気
を
馳
せ
て
、
 

君

恩
な

お

厚
き

自

身

の

赫

赫

た

る

羽

振

を

誇

示

す

る

。
対
し
て 

「
東
武
吟
」
は
離
職
に
あ
た
り
、
鮑
照
歌
う
相
和
歌
の
節
に
乗
せ 

て' 

布
衣
の
身
分
か
ら
応
詔
拝
謁
、
驪
山
行
幸
、
献
賦
褒
賞
の
過 

程
を
ふ
り
返
り
、
暗
転
し
た
現
況
に
尽
き
ぬ
思
い
を
語
る
。
そ
れ

ぞ
れ
目
的
に
応
じ
、

ふ
さ
わ
し
い
形
式
が
選
ば
れ
た
。
キ
ャ
リ
ア 

を
め
ぐ
る
言
説
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
も
ま
た
併
せ
て 

看
て
と
れ
る
。

こ
の
新
た
な
歌
辞
様
式
が
、
李
白
や
杜
甫
ら
主
要
な
作
家
を
輩 

出
し
、
真
の
意
味
で
独
立
し
た
様
式
性
を
備
え
る
の
は
、
玄
宗
の 

開
元
か
ら
天
宝
年
間
に
か
け
て
の
こ
と
。
同
時
代
に
お
け
る
古
楽 

府
制
作
の
隆
興
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
古
楽
府
題
に 

拠
ら
な
い
歌
辞
様
式
の
制
作
と
い
う
観
念
が
当
時
の
作
家
に
は
あ 

っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
定
義
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
り 

な
が
ら
、
し
か
し
こ
れ
を
前
代
の
制
作
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
と
、
 

不
都
合
が
生
じ
る
。
高
宗
期
の
作
は
し
ば
し
ば
楽
府
題
に
拠
っ
て 

い
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
以
後
に
派
生
す
る
新
た
な
制
作
に
適
用
す 

る
際
に
も
、
白

居

易

「
新
楽
府
」
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
な 

ど
、
問

題

が

生

じ

る(

松
浦
友
久
「楽

府

・
新
楽
府
・
歌
行
論
——
表
現 

機
能
の
異
同
を
中
心
に
——
」
『中
国
詩
歌
原
論
』
参
照)

。

つ
ま
り
ス
タ 

イ
ル
と
し
て
の
自
由
度
が
相
応
に
高
く
、
作
家
ご
と
時
代
ご
と
に
、
 

扱
い
に
振
れ
が
あ
る
。
結
果
、
通
時
的
な
視
点
で
捉
え
よ
う
と
す 

る
と
困
難
を
生
じ
る
。
後
代
の
総
集
別
集
の
編
者
に
お
い
て
、
古 

楽
府
題
に
拠
ら
な
い
歌
辞
様
式
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
た
と
し 

て
も
、
何
が
楽
府
か
を
め
ぐ
っ
て
差
異
を
生
じ
、
境
界
が
曖
昧
に
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な
る
。
そ

も

そ

も

「
歌
行
」

の
呼
称
が
一
般
化
す
る
の
は
、
中
唐 

期
以
降
。
武

元

衡

「
劉
商
郎
中
集
序
」

に

「
著
歌
行
等
篇
、
皆
思 

入
冥'

勢
含
飛
動
」(

『全
唐
文
』
巻

531)
、
白

居

易

「
与
元
九
書
」 

に

「
僕
不
能
遠
徴
古
旧
、
如
近
歳
韋
蘇
州
歌
行
、
清
麗
之
外
、
頗 

近
興
諷
」(

『全
唐
文
』
巻

675)
な
ど
。
宋

代

に
は

総

集

別

集

の

分 

類
目
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『文
苑
英
華
』

は

「
謁 

行
」(

巻

331
「350)
を

「
詩
」
と
は
別
立
て
の
独
立
し
た
一
類
と
す 

る
。

『李

太

白

文

集

』

は

「
歌

吟

」(
巻6

,
7
)

の

名

称

で

「
楽 

府

」

の
後
に
一
類
を
立
て
る
。
し
か
し
明
代
以
降
、
詩
体
分
類
が 

精
密
化
す
る
な
か
で
分
類
目
と
し
て
の
有
効
性
が
相
対
的
に
低
下
、
 

胡

震

亨

『唐
音
統
籤
』

は

李

白

歌

詩

を

「
楽
府
」(

巻

151
「155)
と 

そ

れ

以

外

の

「
詩
」(

巻

156
—
171)
に
分
け' 

そ

れ

ぞ

れ

「
五
言
・ 

七

言

・
長
短
句
」
及

び

「
古

体

・
律
体
」
な
ど
の
基
準
に
よ
っ
て 

分
類
す
る
。
王

琦

注

本

に

お

い

て

も

「
歌
吟
」
以
下
の
類
目
は
放 

棄

さ

れ

「
古

今

体

詩

」

に

統

合

さ

れ

る

。

『李

太

白

文

集

』

で 

「
歌

吟

」

に

収

め

ら

れ

て

い

た

作(
81
首)

は
、

『唐

音

統

籤

』 

に

お

い

て

多

く

が

「
楽

府

」

に

接

収(
53
首)

、
残
り
が

詩
の
各 

体
(

「
五
古
」1
首
厶
七
古
」

10
首
二
長
短
句
」

13
首
ム
騒
体
」1
 

首)

に

配

さ

れ

る(

他
、
偽
作
が3
首)

。
確
か
に
詩
作
の
文
面
か 

ら
歌
行
で
あ
る
こ
と
を
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
七
言
古
詩
や 

長
短
句
に
よ
る
詩
作
一
般
に
は
歌
辞
の
雰
囲
気
が
と
も
な
わ
れ
る
。

こ

こ

で

は

「
歌
行
」

に
歌
辞
を
括
る
類
概
念
と
し
て
の
有
効
性
を 

認
め
、
詩

型

と

の

親

和

性

か

ら

「
七

言

古

詩

・

長

短

句

・
騒
体
」 

に
限
定
し
た
え
う
で
、
歌
辞
の
標
題
を
指
標
に
李
白
七
言
歌
行
を 

認
定
し
て
お
き
た
い
。
さ
し
あ
た
り
、
胡
震
亨
が
楽
府
と
し
な
い 

詩

諸

体

の

「
七

言

古

詩(
39
首)
-

長

短

句(
45
首)
-

騒

体(5 

首)

」

ハ

十

九

首

中
(

『唐
音
統
籤
』
巻

166-
167)
「
——

歌

・
——

吟
- 

——

行

・
——

篇

・
——

謡
・
——

詞
」
な
ど
の
題
を
も
つ
三
十
一
首
、

こ 

こ

に

「
将

進

酒

」
を

意

を

も

っ

て

加

え

、
偽
作
の
疑
い
が
濃
い 

「
僧
伽
歌
」
を
は
ず
し
た
も
の
、
 

と
す
る
。

こ

れ

ら

は

、(

一)

高

宗

期

長

篇

作

の

叙

情

を

承

け

た

作

、
 

(

二)

山
に
還
る
友
人
を
送
っ
た
作
、(

三)

人
物
を
主
題
と
し 

た
作
、(

四)

題
画
の
作
、(

五)

折
々
の
作
に
大
別
で
き
る
。

(

一)

将

進

酒
(

一
作
惜
空
樽
酒)

67

襄
陽
歌

207

江

上

吟
(

一
作
江
上
遊)

209 

幽
歌
行
上
新
平
長
史
兄
粲

214 

梁

園

吟
(

一
作
梁
園
酔
酒
歌)

220 

金
陵
歌
送
別
范
宣

225

労
労
亭
歌

226
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金
陵
城
西
楼
月
下
吟

233

東

山

吟
(

一
云
酔
後
過
謝
安
東
山)

234

赤
壁
歌
送
別

276

！1
陵
行
送
別

526

宣
州
謝
眺
楼
餞
別
校
書
叔
雲(

一
作
陪
侍
御
叔
華
登
楼
歌)

594

(

二)

鳳
笙
篇

132

西
岳
雲
台
歌
送
丹
丘
子

215

鳴

皐

歌

送

岑

徴

君(

時
梁
園
三
尺
雪
在
清
泠
池
作)

221

鳴
皐
歌
奉
餞
従
翁
清
帰
五
崖
山
居

222 

白
雲
歌
送
劉
十
六
帰
山

224(
“
白
雲
歌
送
友
人

566) 

峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
晏
入
中
京

275 

夢

遊

天

姥

吟

留

別(

一
作
別
東
魯
諸
公)

467 

廬
山
謡
寄
盧
侍
御
虚
舟

438

(

三)

司

馬

将

軍

歌(

代
隴
上
健
児
陳
安)

112

玉
壺
吟

211

元
丹
丘
歌

216

扶
風
豪
士
歌

217

白
毫
子
歌

219

(

四)

同
族
弟
金
城
尉
叔
卿
燭
照
山
水
壁
画
歌

218

当
塗
趙
炎
少
府
粉
図
山
水
歌

252

(

五)

侍
従
宜
春
苑
奉
詔
賦
龍
池
柳
色
初
青
聴
新
鶯
百
嚥
歌

210 

酬
殷
明
佐
見
贈
五
雲
裘
歌

281

和
盧
侍
御
通
塘
曲

287

万
憤
詞
投
魏
郎
中

878

(

一) 

は
推
移
の
悲
哀
を
ベ
ー
ス
に
、
都

市

・
遺

跡

・
宴
会
・
飲 

酒
な
ど
、
主
題
を
ず
ら
し
な
が
ら
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ 

る
。
十

二

首

中

、
送

別

の

作

が

五

首(
225
・
226
加

・

526
・
594)
。

(

二) 

は
帰
隠
す
る
友
人
の
送
別
に
あ
た
り
、
山
岳
を
主
題
に' 

詩
型
を
換
え
な
が
ら
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
る
。

ハ
首
中
、
 

留
別
と
寄
贈
の
作
が
各
一
首
。(

一)

は
生
涯
の
全
般
に
わ
た
り 

作
例
が
見
え
、(

二)

は
主
と
し
て
長
安
出
仕
以
降
に
作
ら
れ
る
。 

高
宗
期
の
盧
照
鄰
、
駱
賓
王
等
に
よ
る
叙
情
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
 

自
身
の
奉
職
に
と
も
な
い
、
武
后
期
の
宮
廷
詩
人
に
よ
っ
て
試
み
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ら
れ
た
ス
タ
イ
ル
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
自
身
や
友
人
の
行
動
を
追
い
な
が
ら
作
品
造 

形
が
な
さ
れ
、
そ
の
際
に
都
市
や
山
岳
な
ど
の
主
題
が
併
せ
て
詠 

み
こ
ま
れ
た
。(

三)

は
と
く
に
人
物
に
フ
オ
ー
カ
ス
し
主
題
化 

し
た
。
異
能
の
士
の
際
だ
っ
た
行
動
が
描
か
れ
る
。
自
身
を
描
い 

た

「
玉
壺
吟
」
は
さ
き
に
見
た
。
他
四
首
は
他
者
を
描
く
。(

四) 

の
題
画
作
は
絵
の
中
の
風
景
に
入
り
こ
む
よ
う
に
し
て
叙
述
が
進 

行
す
る
。(

五)

は
そ
の
他
、
折
に
触
れ
そ
の
場
の
事
や
物
を
詠 

み
こ
ん
だ
作
。

(

本
学
教
授)
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